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１
９
９
８
年
春
、
夫
の
在
外

研
究
に
随
伴
し
、
小
・
中
・
髙

の
３
人
の
子
供
も
一
緒
に
カ
ナ

ダ
・
バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
生
活
し

た
。
２
年
半
の
間
に
は
驚
く
べ

き
体
験
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た

　
そ
の
中
で
も
、
中
２
の
娘
の

性
教
育
に
は
呆
気
に
と
ら
れ

た
。
中
学
校
で
は
主
に
「
避
妊
」

「
妊
娠
」「
エ
イ
ズ
」
に
関
す
る

教
育
を
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
、

「
デ
ィ
ー
プ
キ
ス
」「
同
意
」「
性

交
」「
コ
ン
ド
ー
ム
の
装
着
」
な

ど
の
言
葉
が
書
か
れ
た
10
枚
ほ

ど
の
パ
ネ
ル
が
教
室
の
床
の
上

に
バ
ラ
バ
ラ
に
並
べ
ら
れ
、
生

徒
は
皆
で
相
談
し
な
が
ら
順
番

に
並
べ
て
い
く
。
こ
れ
は
、
同

意
の
必
要
性
を
教
え
て
い
る
。

　
子
供
達
は
苦
労
を
し
な
が
ら

も
、
日
に
日
に
英
語
が
身
に
つ

い
て
行
く
の
に
引
き
換
え
、
母

親
の
私
は
失
敗
続
き
だ
っ
た
。

ス
ー
パ
ー
に
サ
ク
ラ
ン
ボ
を

買
い
に
行
っ
た
。

店
員
さ
ん
に
売

り
場
を
尋
ね
る

と
、
連
れ
て
行
か
れ
た
の
は
、

唐
辛
子
売
り
場
だ
っ
た
。「
チ
ェ

リ
ー
」
と
言
っ
た
つ
も
り
が
、

「
チ
リ
︵
唐
辛
子
︶
」
と
聞
こ
え

た
の
だ
。
他
に
も
「
メ
ー
プ
ル

シ
ロ
ッ
プ
」
と
普
通
に
言
っ
て

も
通
用
し
な
い
と
分
っ
た
。
シ

ロ
ッ
プ
の
発
音
が
違
う
の
だ
。

　
あ
る
日
、
自
宅
の
ポ
ス
ト
に

手
紙
が
入
っ
て
い
た
。
開
け
る

と
、
「
中
国
に
帰
る
。
で
き
る

だ
け
早
く
戻
る
の
で
、
そ
れ
ま

で
子
供
を
頼
む
」
と
書
き
な

ぐ
っ
た
メ
モ
と
皺
く
ち
ゃ
の

２
０
０
ド
ル
が
入
っ
て
い
た
。

小
学
校
に
通
う
息
子
の
、
中
国

人
の
友
達
の
母
親
か
ら
だ
っ
た
。

頻
繁
に
中
国
と
カ
ナ
ダ
を
行
き

来
す
る
こ
の
家
族
。
相
談
し
た

小
学
校
の
校
長
の
連
絡
が
届
い

て
、
母
親
は
カ
ナ
ダ
に
戻
っ
て

来
た
と
い
う
。
美
し
い
自
然
だ

け
で
は
な
い
、
移
民
の
国
カ
ナ

ダ
の
暮
ら
し
。
私
が
エ
ッ
セ
イ

ス
ト
と
し
て
活
動
を
開
始
す
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

筆
者
略
歴

　
１
９
５
３
年
米
子
市
に
生
ま

れ
る
。
米
子
西
高
校
出
身
。
ご

主
人
は
同
志
社
大
学
在
勤
中
研

究
員
と
し
て
カ
ナ
ダ
の
ブ
リ

テ
ィ
シ
ュ
コ
ロ
ム
ビ
ア
大
学
に

赴
任
し
た
。
現
在
同
志
社
大
学

名
誉
教
授
で
、
共
に
京
都
市
西

京
区
に
在
住
。
著
書
『
カ
ナ
ダ

を
耕
し
た
家
族
の
物
語
』︵
叢
文

社
︶
は
日
本
図
書
館
協
会
選
定

図
書
。
大
阪
鳥
取
県
人
会
会
員

寄稿

カ
ナ
ダ
生
活
を

　
　
　
　
　
　

回
想
し
て

　
　
エ
ッ
セ
イ
ス
ト　

末
永
和
子

江
尾
十
七
夜

―
５
０
0

年
の
伝
統
の
祭
り

　
私
の
ふ
る
さ
と
は
日
野
郡
江

府
町
江え

び尾
。
江
府
町
は
名
峰
大

山
の
南
壁
を
望
み
、
裾
野
に
広

が
る
広
大
な
ブ
ナ
の
原
生
林
か

ら
の
豊
か
な
水
の
恵
み
が
暮
ら

し
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
山
あ

い
の
町
で
す
。

　
こ
こ
に
は
歴
史
と
伝
統
の
祭

り
で
あ
る
「
江
尾
十
七
夜
」
が

あ
り
、
町
の
人
々
の
心
の
支
柱

と
し
て
大
切
に
受
け
継
が
れ
て

い
ま
す
。

　
江
尾
は
古
く
か
ら
山
陰
と
山

陽
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
で
あ

り
、
城
下
町
と
し
て
栄
え
た
と

こ
ろ
で
す
。
か
つ
て
こ
の
地
に

あ
っ
た
江え

び美
城
は
室
町
時
代
の

文
明
16
︵
１
４
８
４
︶
年
、
蜂

塚
安
房
守
の
創
建
と
伝
え
ら

れ
、
蜂
塚
氏
四
代
の
居
城
で
し

た
。
当
時
、
盂
蘭
盆
17
日
の
夜

に
は
城
門
が
開
放
さ
れ
、
町
民

や
農
民
た
ち
も
自
由
に
城
内
に

出
入
り
し
て
、
盆
の
供
養
と
豊

作
を
祈
る
踊
り
︵
ご
だ
い
ぢ
踊

り
︶
と
相
撲
で
夜
を
明
か
す
こ

と
を
常
と
し
て
い
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
永
禄
8

︵
１
５
６
５
︶
年
、
毛
利
軍
と

戦
っ
て
江
美
城
は
落
城
。
領
主

や
家
臣
た
ち
も
命
を
落
と
し
ま

し
た
。
そ
の
後
も
城
下
の
人
々

は
蜂
塚
氏
を
偲
び
、
供
養
の
思

い
を
込
め
て
毎
年
盆
の
17
日
の

夜
に
城
跡
に
集
っ
て
踊
り
明
か

し
た
の
で
す
。

　
以
来
５
０
０
年
以
上
の
歳
月

を
経
た
今
日
も
「
ご
だ
い
ぢ
踊

り
」
は
8
月
17
日
の
江
尾
十
七

夜
の
祭
り
の
中
で
踊
り
続
け
ら

れ
、
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ネ
ッ

ト
上
で
動
画
も
見
ら
れ
ま
す
の

で
江
府
町
役
場
公
式
観
光
サ
イ

ト
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　
子
供
た
ち
は
必
ず
こ
の
踊
り

を
練
習
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
祭

り
の
日
は
県
内
外
か
ら
多
く
の

方
が
お
い
で
に
な
り
、
町
の
人

口
が
数
倍
に
膨
れ
上
が
っ
た
こ

と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
江
尾

十
七
夜
は
、
ま
さ
に
「
町
民
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
象
徴
で

あ
り
、
町
の
誇
り
で
す
。

　
ふ
る
さ
と
江
府
町
も
超
少
子

高
齢
化
の
中
で
、
様
々
な
行
政

課
題
の
解
決
に
向
け
て
ご
苦
労

の
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
「
古
き
良
き
伝
統
を
守
り

伝
え
な
が
ら
、
誰
も
が
安
全
に

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
魅

力
と
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
」
に
全
力
で
取
り
組
ま
れ
る

こ
と
を
切
に
願
う
次
第
で
あ
り

ま
す
。
　
（
文
・
古
川
満
久
／

写
真
提
供
・
江
府
町
役
場
）

祝
叙
勲
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た
。

が
、

う
「

伝
達
式
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
ご
報
告
と
共
に
、
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
幹
事
会
︶

カナディアンロッキーの風景

　
今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

は
「
麒
麟
が
く
る
」
。
麒
麟
と

は
古
代
中
国
の
想
像
上
の
動
物

で
、
番
組
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に

よ
れ
ば
「
王
が
仁
の
あ
る
政
治

を
行
う
と
必
ず
現
れ
る
聖
な
る

獣
」
だ
そ
う
で
す
。

　
実
は
こ
の
麒
麟
、
私
の
よ
う

な
鳥
取
県
東
部
、
因
幡
地
方
出

身
の
人
間
に
と
っ
て
は
、
神
社

の
祭
礼
で
舞
わ
れ
る
獅
子
舞
で

お
な
じ
み
の
懐
か
し
い
存
在
で

す
。
因
幡
の
獅
子
舞
は
、
麒
麟

を
か
た
ど
っ
た
獅
子
頭
を
着
け

て
舞
う
珍
し
い
「
麒
麟
獅
子
舞
」

で
、
今
年
３
月
に
は
「
因
幡
・

但
馬
の
麒
麟
獅
子
舞
」
と
し
て

国
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
故
野
津
龍
・
鳥
取
大
名
誉
教

授
の
説
に
よ
れ
ば
、
徳
川
家

康
の
曾
孫
に
あ
た
る
鳥
取
藩

主
・
池
田
光
仲
が
、
慶
安
３

︵
１
６
５
０
︶
年
に
家
康
を
祀

る
た
め
日
光
東
照
宮
を
勧
請
し

て
鳥
取
東
照
宮
を
建
立
し
、
２

年
後
に
そ
の
祭
礼
の
行
列
に
参

加
さ
せ
た
の
が
、
麒
麟
獅
子
舞

の
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

獅
子
頭
を
麒
麟
に
し
た
の
は
、

曾
祖
父
の
よ
う
に
立
派
な
政
治

を
行
う
と
い
う
決
意
の
表
れ

だ
っ
た
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

　
そ
の
後
近
隣
の
村
々
や
隣
接

す
る
兵
庫
県
但
馬
地
方
の
一
部

に
も
伝
え
ら
れ
て
約
３
７
０
年
。

今
で
も
１
４
０
ほ
ど
の
神
社
の

祭
礼
な
ど
で
舞
い
続
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
明
治
初
期
に
鳥
取
市

か
ら
多
く
の
人
が
移
住
し
た
北

海
道
の
釧
路
市
鳥
取
地
区
と
利

尻
島
で
も
麒
麟
獅
子
舞
は
伝
承

さ
れ
て
い
ま
す
。
「
釧
路
鳥
取

き
り
ん
獅
子
舞
」
は
、
今
年
５

月
に
北
海
道
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
麒
麟
の
顔
は
面
長
で
多
く
は

金
色
に
塗
ら
れ
、
額
に
一
本
の

角
、
直
立
し
た
両
耳
を
持
ち
、

威
厳
が
あ
り
ま
す
。
頭
か
し
ら

に
付
け

た
赤
と
黒
の
胴
幕
の
中
に
二
人

が
入
っ
て
舞
い
ま
す
。
鉦か

ね

、
太

鼓
、
笛
の
囃
子
に
合
わ
せ
た
緩

急
の
あ
る
舞
い
に
は
、
幽
玄
の

趣
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。
赤
い
面
、

赤
い
髪
、
赤
い
衣
装
で
赤
い
棒

を
持
っ
た
猩
し
ょ
う
じ
ょ
う
々
が
あ
や
し
役
と

し
て
つ
い
て
回
る
の
も
特
徴
。

獅
子
を
先
導
し
た
り
、
コ
ミ
カ

ル
な
動
き
を
し
た
り
し
て
場
を

和
ま
せ
ま
す
。

　
子
供
の
こ
ろ
、
祭
り
の
日
に

は
家
の
前
で
舞
っ
て
く
れ
る
お

獅
子
が
待
ち
遠
し
か
っ
た
も
の

で
す
。
こ
わ
ご
わ
頭
を
噛
ん
で

も
ら
い
ま
し
た
。
今
年
は
獅
子

舞
も
中
止
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

で
し
ょ
う
。
一
日
も
早
く
コ
ロ

ナ
禍
が
終
息
し
て
、
麒
麟
が
舞

え
る
安
ら
か
な
日
々
が
く
る
こ

と
を
心
か
ら
祈
っ
て
い
ま
す
。

（
文
・
三
角
幸
子
／
写
真
提
供
・

鳥
取
県
文
化
財
課
）

因幡に舞う

麒麟獅子麒麟獅子ものがたり

若桜町・若櫻神社鳥取市・大和佐美命神社



第 63 号 東京鳥取県人会　会報 2020 年 9 月 10 日（4）

地
方
創
生
ば
な
し
《
そ
の
14

》

�

�

�

�

▼
知
事
と
会
長
の
ト
ッ
プ
対
談
は

意
外
な
こ
と
だ
が
初
め
て
。
平
井

知
事
に
は
公
務
多
忙
の
中
、
時
間

を
割
い
て
い
た
だ
き
御
礼
申
し
ま

す
。
▼
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
様
、
執
筆

者
皆
さ
ん
に
も
感
謝
。
（
遠
藤
）

　
厚
生

労
働
省

支
援
の

下

に

、

鳥
取
県

商
工
労
働
部
が
主
催
し
て
、
平

成
29
年
か
ら
31
年
を
一
期
と
し

て
、
「
成
長
産
業
の
観
光
分
野

（
宿
泊
業
・
飲
食
店
等
）
・
健
康

分
野
（
介
護
施
設
等
）
」
を
対

象
と
し
て
創
生
雇
用
戦
略
の
実

践
化
が
開
始
さ
れ
た
。
引
き
続

き
本
年
度
か
ら
は
、
令
和
４
年

度
ま
で
を
二
期
と
し
て
、
「
自

動
車
部
品
関
連
分
野
、
情
報
関

連
分
野
・
医
療
ヘ
ル
ス
分
野
（
医

療
業
・
介
護
事
業
）
」
を
指
定

業
種
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
全
県
レ
ベ
ル
で
対
象
企
業
の

殆
ど
参
加
の
下
に
、
鳥
取
・
倉

吉
・
米
子
会
場
で
の
テ
ー
マ
ご

と
の
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
（
毎
回

満
席
）
と
、
専
門
家
派
遣
に
よ

る
個
別
企
業
事
業
活
動
の
総
点

検
と
事
業
再
生
支
援
が
佳
境
に

入
っ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
も
拘
ら

ず
、
接
客
対
応
・
食
事
改
善
効

果
も
あ
っ
て
客
足
の
維
持
・
拡

大
が
実
現
し
、
収
益
確
保
と
離

職
防
止
・
定
着
率
向
上
に
大
き

な
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。
折
し

も
県
か
ら
小
職
が
総
合
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
任
命
を
受
け
、
度
々

鳥
取
に
出
向
い
て
企
画
・
立
案

に
関
与
し
て
い
る
。

　
改
め
て
県
内
の
産
業
構
造
を

見
る
と
、
一
例
と
し
て
医
療
機

器
製
造
業
４
社
で
、
85
億
円
の

年
商
確
保
の
他
、
自
動
車
関
連

部
品
製
造
業
、
情
報
関
連
分
野

企
業
、
顧
客
ニ
ー
ズ
が
高
い
豊

か
な
農
産
物
・
海
産
物
・
木
材

な
ど
広
範
囲
の
業
種
が
存
在

し
、
販
路
開
拓
が
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
他
、
県

内
10
か
所
の
温
泉
地
等
の
観
光

資
源
を
有
効
活
用
し
て
集
客
増

進
を
図
り
、
地
域
活
性
化
が
実

を
結
ぶ
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

（
公
益
財
団
法
人
　
日
本
生
産

性
本
部
参
与
）

◎
明
倫
館
・
清
和
寮
に

明
倫
館
・
清
和
寮
に

　
　
　

鳥
取
の
ス
イ
カ

　
　
　

鳥
取
の
ス
イ
カ

福
井
宏
一
郎

　
４
月
７
日
の
緊
急
事
態
宣
言

で
、
外
出
自
粛
と
な
っ
た
日
本
。

大
学
も
春
学
期
は
オ
ン
ラ
イ
ン

の
遠
隔
授
業
を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
し
た
。鳥
取
県
の
学
生
寮
で
は
、

帰
郷
す
る
人
も
相
次
ぎ
ま
し
た

が
、
明
倫
館
（
男
子
）
に
40

人
、

清
和
寮
（
女
子
）
に
15
人
が
残
っ

て
、
遠
隔
授
業
を
受
け
ま
し
た
。

　
県
人
会
で
は
、
外
出
自
粛
で

不
便
な
思
い
を
し
て
い
る
在
寮

生
た
ち
に
故
郷
の
季
節
の
味
を

楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
鳥
取

県
産
ス
イ
カ
を
明
倫
館
に
４

玉
、
清
和
寮
に
２
玉
、
贈
り
ま

し
た
。
お
い
し
い
鳥
取
県
産
ス

イ
カ
は
最
近
首
都
圏
の
ス
ー

パ
ー
で
も
好
評
で
す
が
、
大
き
な

丸
い
玉
を
冷
や
し
て
自
分
の
目

の
前
で
切
る
の
が
鳥
取
流
で
す
。

　
上
の
写
真
は
、
６
月
30
日
の

明
倫
館
で
の
贈
呈
式
の
場
面
で

す
。
福
井
副
会
長
（
中
央
）
、

谷
長
県
本
部
長
（
左
）
が
寮
生

代
表
の
小
川
真
弘
さ
ん
（
鳥
取

西
高
出
身
・
東
大
３
年
）
に
手

渡
し
ま
し
た
。

松
本
若
菜
さ
ん
訪
問

　
映
画
や
ド
ラ
マ
「
コ
ウ
ノ
ド

リ
」
「
チ
ア
☆
ダ
ン
」
等
数
多

く
の
話
題
作
に
出
演
し
、「
と
っ

と
り
ふ
る
さ
と
大
使
」
で
も
あ

る
女
優
松
本
若
菜
さ
ん
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

大
河
ド
ラ
マ
「
麒

麟
が
く
る
」
で
は
、
元
康
（
家

康
）
の
母 

水
野
於
大
役
を
演

じ
、
見
る
も
の
を
魅
了
し
た
。
大

河
ド
ラ
マ
出
演
は
目
標
で
も
あ

り
、「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
見
て
も

ら
い
た
い
」と
い
う
願
い
も
叶
い
、

応
援
し
続
け
て
く
れ
た
家
族
に

も
「
す
ご
い 

が
ん
」
と
褒
め
て

も
ら
え
た
と
い
う
。

　
米
子
駅
前
の
大
型
Ｓ
Ｃ
で
ス

カ
ウ
ト
さ
れ
た
の
は
、
ま
だ
高

校
１
年
の
時
で
こ
の
時
は
決
断

で
き
ず
、
そ
の
後
21
歳
に
な
っ

て
「
私
に
し
か
で
き
な
い
仕

事
が
し
た

い
」
と
改

め
て
当
時

の
事
務
所

に
電
話
を

か
け
た
。

上
京
し
て

ア
ル
バ
イ

ト
を
し
な

が
ら
演
劇

を
学
び
続
け
、
１
年
後
に
初
め

て
受
け
た
オ 

ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

の
結
果
「
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
電
王
」

で
女
優
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
す
。

　
２
０
０
９
年
人
気
ブ
ロ
グ
を

映
画
化
し
た
ラ
ブ
コ
メ
デ
ィ

「
腐
女
子
彼
女
。
」
で
初
主
演
。

「
駆
込
み
女
と
駆
出
し
男
」
で

は
、
夢
で
あ
っ
た
樹
木
希
林
さ

ん 

と
の
共
演
が
叶
っ
た
。

　
ま
た
、 

２
０
１
７ 

年
「
愚

行
録
」
で
、
ヨ
コ
ハ
マ
映
画
祭

助
演
女
優
賞
を
受
賞
す
る
。

　
素
晴
ら
し
い
作
品
に
恵
ま
れ
、

鳥
取
の
家
族
や
友
達
の
応
援
が

支
え
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
。

　
今
後
も
松
本
若
菜
に
こ
の
役

を
や
ら
せ
た
い
と
い
う
気
持
ち

に
し
っ
か
り
と
応
え
て
い
き
た

い
、
さ
ら
に
故
郷
鳥
取
を
舞
台

に
し
た
作
品
に
出
演
し
た
い
と

語
っ
て
く
れ
た
。

　
今
年
の
９
月
25
日
に
は
映
画

「
映
像
研
に
は
手
を
出
す
な
！
」

が
、
来
年
に
は
、
佐
々
部
清
監

督
映
画
作
品
「
大
綱
引
き
の
恋
」

が
公
開
予
定
。

　
今
後
の
幅
広
い
活
躍
が
ま
す

ま
す
楽
し
み
で
あ
る
。

（
文
・
金
田
ち
か
こ
）

「
鳥
取
県
創
生
雇
用
戦
略
の
実
践
化
」
が
、

地
域
活
性
化
に
向
け
官
民
挙
げ
て
始
動
中

越
　
谷
　
重
　
友

▲漫画／かわにしよしと
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ふるさと

鳥取
ファンクラブ
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「
鳥
取
和
牛
」
が
カ
ジ
ュ
ア
ル
に
楽
し
め
る

　「
半
蔵
門
ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
」

　
ド
ア
を
開
け
る
と
、
大
理
石

に
縁
ど
ら
れ
た
シ
ッ
ク
で
お

し
ゃ
れ
な
空
間
が
広
が
っ
た
。

　
５
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
和

牛
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
肉
質
部

門
１
位
に
輝
い
た
黒
毛
の
「
鳥

取
和
牛
」
。
こ
れ
を
気
軽
に
食

べ
さ
せ
て
く
れ
る
肉
割
烹
・
ビ

ス
ト
ロ
が
こ
の
お
店
。

　
オ
ー
ナ
ー
の
近
藤
貴
史
さ
ん

（
47

歳
）
は
八
頭
高
校
出
身
。

大
学
卒
業
後
、
飲
食
関
係
の
仕

事
に
携
わ
り
、
昨
年
１
月
に
こ

の
店
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
「

鳥

取

和

牛
は
、
東
京

に
月
間
10

数

頭
し
か
出
荷

さ
れ
て
い
な

い
希
少
な
高

級
食
材
で
す
。
オ
リ
ー
ブ
オ
イ

ル
の
主
成
分
で
あ
る
オ
レ
イ
ン

酸
を
豊
富
に
含
み
、
サ
シ
（
霜

降
り
）
が
あ
っ
さ
り
甘
口
で
、

赤
身
が
柔
ら
か
い
の
が
特
徴
。

も
ち
ろ
ん
、
オ
レ
イ
ン
酸
効
果

で
健
康
に
よ
し
美
容
に
も
効
果

抜
群
で
す
」
と
近
藤
さ
ん
。

　
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
は
、
ハ
ン

バ
ー
グ
や
ス
テ
ー
キ
が
メ
イ
ン
の

６
種
類
。
ド
リ
ン
ク
、
デ
ザ
ー
ト

付
（
￥
１
４
０
０
～
４
２
０
０
）。

な
か
で
も
イ
チ
オ
シ
は
、
土
曜

ラ
ン
チ
限
定
の
「
懐
石
御
膳
」

（
￥
２
１
０
０
・
写
真
）。

ス
テ
ー
キ
や
魚
料
理

な
ど
９
種
類
の
料
理

が

一

度

に

楽

し

め

る
。
な
お
、
弁
当
販

売
も
近
隣
の
住
人
に

人
気
を
呼
ん
で
い
る
。

　
鳥
取
和
牛
を
目
い
っ
ぱ
い
堪

能
し
た
い
方
に
は
、
な
ん
と

い
っ
て
も
デ
ィ
ナ
ー
コ
ー
ス

（
￥
７
８
０
０
～
）が
オ
ス
ス
メ
だ
。

　
全
40
席
の
う
ち
カ
ウ
ン
タ
ー

８
席
。
個
室
に
は
ブ
レ
ス
ト
や

会
議
室
と
し
て
の
設
備
が
整

い
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
や
プ
リ

ン
タ
ー
な
ど
も
完
備
し
て
い

る
。
こ
の
個
室
は
、
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ン
は
じ
め
女
子
会
や
家
族
の

会
食
に
も
好
評
だ
。

　
食
事
の
際
、
ひ
と
こ
と
、「
鳥

取
県
人
で
す
」
と
伝
え
る
と
、

サ
ー
ビ
ス
を
し
て
く
れ
る
。

■
東
京
都
千
代
田
区
麹
町
３ｰ

１

K
O

J
I
M

A
C

H
I
 
T

E
R

R
A

C
E

 

B
1

半
蔵
門
駅
よ
り
徒
歩
１
分
、

麴
町
駅
よ
り
徒
歩
１
分
／T

E
L

０
３
・
６
２
７
２
・
８
６
０
８

■
営
業
時
間
／
ラ
ン
チ
11

：
30

～
15

：
30
（
Lo 

15

：
00

）
デ
ィ

ナ

ー

17

：

30

～

23

：

00
（

Lo 

22
：
30
）
。
土
曜
日
の
ラ
ン
チ
は

通
常
営
業
。
デ
ィ
ナ
ー
は
17

：

30
～
21
：
30
（
Lo 

21
：
00
）

■
定
休
日
／
日
曜
日
・
祝
日
。

（
文
／
加
藤
雅
子
・
写
真
提
供

／
ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
）

県
人
の
お
店

イラスト／かわにしよしと

写真提供／（株）新日本海新聞社


